
広
　
　
報

主 な 内 容

発行 /  白井市 編集 / 秘書広報課 毎月2 回 1 日・15 日発行 〒 270-1492 白井市復1123 ☎ 047（492）1111　 FAX  047（491）3510　 URL  http://www.city.shiroi.chiba.jp/

振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意を！「怪しい」と感じたらすぐ相談　印西警察署　☎0476（42）0110

平成 27年
（2015 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.779

6.15
■情報公開で開かれた市政へ……………2
■生活習慣病の予防のために、特定健康診
査を受診しましょう………………………2
■23日から29日は「男女共同参画週間」
です…………………………………………3
■6月は「白井市いじめ防止強化月間」 …3

　市では、職員の育児休業取得に伴い、任期付職員（心理発
達相談員）の募集を行います。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正
規職員と同様で、採用期間を定めた職員をいいます。
募集要件・人数　臨床発達心理士または臨床心理士の資格を
有し、昭和45年4月2日以降に生まれた人（45歳以下）　1人
任期　平成27年8月1日から平成30年4月30日まで
※育児休業の取得状況により、変更する場合があります。
勤務場所　こども発達センター（保健福祉センター内）
勤務内容　こどもの発達に関する相談事業など
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）
に必要事項を記入の上、心理学修士課程修了証または臨床発
達心理士認定証の写しを添えて、6月26日㈮までに郵送（消
印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

育休任期付職員
（心理発達相談員）を募集

使用済み小 型 家 電 を
リ サ イ ク ル し よ う！
使用済み小型家電は大切な資源です
　家庭で使われなくなって眠っている小型家電の部品には、金や銀・レアメタルと
呼ばれる貴重な金属類が含まれています。
　市では、市役所などに専用の回収ボックスを設置して使用済み小型家電を回収し、
リサイクルを推進しています。
■問　環境課きれいなまちづくり班　内線3277

【回収対象品目】
回収ボックス投入口に入るもの（横30㌢㍍×縦15㌢㍍未満）
携帯電話、PHS端末、パーソナルコンピュータ、電話機、ファ
クシミリ、ラジオ、デジタルカメラ、ビデオカメラ、フィルム
カメラ、映像用機器（DVDレコーダーなど）、懐中電灯、補助
記憶装置（ハードディスク、USBメモリなど）、電子書籍端末、
小型ゲーム機、電子辞書、電卓、電子血圧計、電子体温計、理
容用機器（ヘアドライヤー、電気かみそりなど）、音響機器（デ
ジタルオーディオプレーヤー、CDプレーヤーなど）、時計、車
用品（カーナビ、カーステレオなど）、リモコンやACアダプター、
ケーブルなどの付属品

※個人情報が含まれるものは、必ずデータを消去してから出し
てください。電池やバッテリー（充電式電池）は取り外し、従
来のごみ出しルールに従って出してください。

◆
ご
み
を
減
ら
す
第
１
歩
！

リ
ユ
ー
ス
の
実
践

　
リ
ユ
ー
ス
と
は
、「
繰
り
返
し

使
う
」「
再
利
用
す
る
」
と
い
っ

た
意
味
で
、
限
り
あ
る
資
源
を
大

切
に
使
い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
リ
ユ
ー
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

資
源
化
）
と
違
い
、
物
を
そ
の
ま

ま
再
利
用
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
や
ご
み
の
排
出
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
環
境
に

や
さ
し
い
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

①
詰
め
替
え
で
き
る
容
器
を
使
お
う

　
洗
剤
な
ど
の
容
器
は
、
詰
め
替

え
で
き
る
容
器
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
水
筒
や
マ
イ
カ
ッ
プ
を
使
お
う

　
飲
み
物
を
飲
む
と
き
に
は
、
水

筒
や
マ
イ
カ
ッ
プ
を
使
い
ま
し
ょ

う
。 再

利
用
可
能
な
商
品
を
積
極
的
に
使
い
ま
し
ょ
う

③
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利

用
し
よ
う

　
自
分
に
は
不
用
に
な
っ
た
も
の

で
も
、
ま
だ
使
え
る
も
の
は
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
な

ど
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
タ
オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
を
使
お
う

　
ぬ
れ
た
手
を
拭
く
と
き
な
ど
に

は
、
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な

ど
の
紙
製
品
を
使
わ
な
い
こ
と
で

ご
み
が
減
ら
せ
ま
す
。

※
市
で
は
、「
ご
み
に
出
す
の
は

も
っ
た
い
な
い
」「
こ
ん
な
も
の

が
あ
っ
た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
皆
さ
ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た

め
、
市
役
所
1
階
に
生
活
用
品
交

換
広
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
7

⑭

回収品目の例

回収ボックス設置場所

施設名

市役所

保健福祉センター

白井駅前センター

西白井複合センター

桜台センター

白井コミュニティセンター

公民センター

冨士センター

文化センター

　収集されたプラスチック製容器包装類が、危険品
などの混入でリサイクルに支障をきたしています。
　プラスチック製容器包装類の資源物として出して
良いものは、 プラマークのついている菓子の袋など、
商品を入れたり包んだりしているもので、中身の商
品を取り出した後、不要となるプラスチック製のも
のです。
　ごみ収集員が「けが」をしないためにも、危険物
や医療系廃棄物は絶対に入れないでください。

プラスチック製容器包装類は、
このマークが目印です。

電話機 携帯電話・
PHS

パソコン
補助記憶装置
（ハードディスク・
USBメモリ）

デジタルカメラ ビデオカメラ
携帯音楽
プレーヤー

DVDプレーヤー
ラジオ ゲーム機

（据置型・携帯型） 電卓

理容用機器
（ドライヤーなど）

付属品
（リモコン・ACア
ダプターなど）

使用済み小型家電はこの回収ボックスに入れてね

危険
プラスチック製容

器包装類の出し方



農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
市
で
は
5
月
22
日
か
ら
29
日
ま
で

の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

検
査
品
目
　
ソ
ラ
マ
メ
、
タ
マ
ネ

ギ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、

ハ
ク
サ
イ
、
タ
ケ
ノ
コ
（
マ
ダ
ケ
）、

Q
　
大
学
の
先
輩
に
F
X
（
投
資
）

で
も
う
け
な
い
か
と
言
わ
れ
、
60
万

円
の
投
資
教
材
用
ソ
フ
ト
を
勧
め
ら

れ
た
。
高
額
な
の
で
断
る
と
「
確
実

に
も
う
か
る
の
で
借
金
を
し
て
も
す

ぐ
に
元
は
取
れ
る
、
投
資
の
勉
強
に

な
り
就
職
に
有
利
だ
」
な
ど
と
説
得

さ
れ
た
。
根
負
け
し
一
度
は
了
承
し

た
が
、
と
て
も
自
分
に
は
で
き
な
い

内
容
だ
っ
た
。

　
学
生
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
の
で
怖

く
な
り
返
品
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
こ

れ
を
友
人
に
勧
め
れ
ば
一
件
に
つ
き

十
万
円
の
紹
介
料
を
払
う
」
と
言
わ

れ
た
。
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

（
20
歳
代
・
学
生
）

A
　
高
額
な
商
品
を
販
売
し
、
返
品

を
迫
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
友
人
を
勧

誘
す
れ
ば
紹
介
料
を
払
う
な
ど
と
言

い
だ
す
の
は
「
後
出
し
マ
ル
チ
」
と

呼
ば
れ
、
20
歳
前
後
の
学
生
を
中
心

に
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
勧
誘
時
に
あ
え
て
紹
介
料
の
話
を

し
な
い
こ
と
で
、
マ
ル
チ
（
連
鎖
販

売
取
引
）
と
み
な
さ
れ
ず
、
法
定
書

面
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
な
ど
が

適
用
さ
れ
な
く
な
る
の
が
狙
い
の
よ

う
で
す
。
他
に
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ

ジ
ノ
の
権
利
や
、
占
い
セ
ミ
ナ
ー
、

健
康
食
品
な
ど
、
マ
ル
チ
や
マ
ル
チ

　
〜
後
だ
し
マ
ル
チ
に
ご
用
心
！

　
　
友
達
の
関
係
を
壊
さ
な
い
た
め
に
〜

ま
が
い
、
そ
し
て
後
出
し
マ
ル
チ
の

手
法
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
勧
誘
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
販
売
手
法
の
問
題
点
は
、

販
売
目
的
を
隠
し
て
誘
い
込
み
「
絶

対
も
う
か
る
」
な
ど
の
虚
偽
・
誇
大

な
説
明
が
あ
る
こ
と
や
、
長
時
間
の

拘
束
に
よ
り
帰
り
た
い
が
た
め
に
仕

方
な
く
了
承
し
て
し
ま
う
点
に
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
金
銭
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
、
友
人
に
勧
め
る
こ
と
で
、
販
売

者
と
し
て
の
法
的
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
つ
ま
り
、
加
担
す
れ
ば
今
度
は
自

分
が
加
害
者
と
な
り
、
周
囲
か
ら
の

信
頼
を
失
う
ば
か
り
か
、
大
切
な
友

人
関
係
を
壊
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

安
易
に
友
人
を
誘
う
こ
と
は
絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
学
生
生
活
に
慣
れ
て
く
る
こ
の
時

期
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
家

庭
で
も
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
断
り
切
れ
ず
に
購
入
し
て
し
ま
っ

た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
190

※同一の請求で実施機関・非公開理由が複数の場合
があるため、合計は請求の状況と一致しません。

表1　平成26年度 情報公開制度の運用状況
請求の状況

請求
件数

公文書 
件数

決定区分など

公開 部分
公開 非公開 拒否 却下 取り下げ

44 57 17 25 2 － － －

※決定に対する不服申し立てはありませんでした。

非公開・部分公開の理由別内訳

非公開理由 件数

個人情報 15

法人等情報 6

公共安全等情報 －

国等関係情報 －

合議制機関等情報 －

意思形成過程情報 －

事務事業執行情報 4

法令秘情報 －

情報の存否に
関する情報

－

不存在 7

合　　計 32

表2　平成26年度 個人情報保護制度の運用状況
請求の状況

請求 
区分

請求 
件数

公文書
件数

決定区分など

開示 部分
開示 不開示 不存在 取り

下げ

開示 4 4 4 － － － －

実施機関別請求の状況

実施機関名 件数

市

長

企画政策課 12

総務課 6

秘書広報課 2

市民活動支援課 2

市民課 2

市民安全課 2

高齢者福祉課 2

財政課 1

環境課 1

道路課 1

商工振興課 1

教育委員会 8

議会事務局 4

監査委員 1

水道事業 1

合　　計 46

実施機関別請求の状況
実施機関名 件数
市長 市民課 4
合　　計 4

　
市
で
は
、
開
か
れ
た
市
政
・
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
情
報
公
開
制
度
】

　
次
の
実
施
機
関
が
保
有
す
る
情
報

の
公
開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
個
人
情
報
の
保
護
な
ど
の
た
め
、

請
求
内
容
を
全
て
公
開
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
部
分
公
開
な
ど

を
行
い
可
能
な
限
り
情
報
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

◆
実
施
機
関

　
市
長
・
教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理

委
員
会
・
監
査
委
員
・
農
業
委
員
会
・

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・
水
道

事
業
・
議
会
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
情
報

　
市
の
機
関
の
職
員
が
作
成
し
た
り

取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
磁
気
テ
ー

プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

◆
市
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供

　
広
報
し
ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
26
年
度
運
用
状
況

　
表
1
の
と
お
り
で
す
。

※
選
挙
管
理
委
員
会
・
農
業
委
員
会
・

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
す

る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

　
実
施
機
関
が
個
人
情
報
を
正
し
く

安
全
に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。
実
施
機
関
が
保
有

す
る
自
分
の
情
報
を
見
た
り
、
誤
り

を
正
し
た
り
す
る
権
利
な
ど
を
保
障

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権

利
や
利
益
を
保
護
し
ま
す
。

◆
自
己
の
情
報
の
確
認
は

　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

情
報
公
開
制
度
と
同
様
の
実
施
機
関

が
保
有
し
て
い
る
情
報
の
中
に
含
ま

れ
る
自
己
の
情
報
を
開
示
請
求
で
き

ま
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
本
人
に
限
り
ま
す
が
、
本
人
が
未

成
年
者
の
場
合
な
ど
は
そ
の
親
権
者
、

成
年
後
見
人
ま
た
は
任
意
後
見
人
も

請
求
で
き
ま
す
。

※
請
求
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
な

ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◆
平
成
26
年
度
運
用
状
況

　
表
2
の
と
お
り
で
す
。

※
教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

監
査
委
員
・
農
業
委
員
会
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
・
水
道
事
業
・

議
会
に
対
す
る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

【
請
求
に
か
か
る
手
数
料
】

　
両
制
度
と
も
手
数
料
は
無
料
で
す

が
、
情
報
の
写
し
の
交
付
や
郵
送
を

希
望
し
た
場
合
は
、
そ
の
実
費
分
が

掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
様
式
（
総
務
課
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
か
直
接
総
務
課

行
政
班
　
内
線
3
3
1
2
・
3
へ

※
原
則
と
し
て
自
己
の
個
人
情
報
の

開
示
に
つ
い
て
は
郵
送
で
の
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。
請
求
の
宛
て
先
は
各

実
施
機
関
に
な
り
ま
す
。

※決定に対する不服申
し立ておよび訂正・削
除・中止についての請
求はありませんでした。

情
報
公
開
で
開
か
れ
た
市
政
へ

　
　市では、国民健康保険（国保）に加入している40歳以上の人を対象に特定健康診査（特定健診）を実施しています。
高血圧や糖尿病などの生活習慣病は、初期の段階では自覚症状がなく、症状が現れたときには病状が進行している可能性があります。
　特定健診を受診して自分の健康状態を把握し、生活習慣病の予防や改善に役立てましょう。

　特定健診は生活習慣病対策を主な目的として実施しています。
　特定健診の自己負担額は無料です。生活習慣病のリスクが高いと判定された人には、各会場で市の
保健師や管理栄養士が生活習慣改善のアドバイスを行います。
　生活習慣病などが気になる人は積極的に受診しましょう。
　対象者へは問診票などの関係書類を送付しますので、届かない場合は、直接問い合わせください。
日程・場所　右表のとおり
対象　平成28年3月31日現在で40歳以上の市国保被保険者
※問診票などを送付する人は、平成27年4月30日現在で市の国保に加入している人です。
　平成27年5月から10月までの間に転入したり、ほかの健康保険から切り替えて国保に加入したりし
た人で、特定健診の受診を希望する人は、保険年金課へ直接申し込んでください。
　国保以外の健康保険の加入者を対象とした特定健診については、それぞれが加入する健康保険者
へ問い合わせてください。

●基本項目　問診（服薬歴、喫煙歴など）、身体測定（身長・体重･BMI･腹囲）、診察、血圧測定、血液（肝
機能・腎機能・血糖・脂質）検査、尿検査
●詳細項目（一定の基準で医師が必要と判断した場合に実施）心電図検査、眼底検査、貧血検査
●持ち物　国保被保険者証、受診券兼問診票、スリッパ（保健福祉センターで受診する人を除く）

　市では1年以上国保に加入している40歳以上の人で、なおかつ国保税に未納がない世帯に属する人を対象に、人間ドック（年1回）と脳ドック（2年に1回）
の受検費用の一部を助成しています。助成を希望する人は、受検前に必ず保険年金課で申請をしてください。
　ただし、特定健診を受診した人は人間ドックの助成を受けることができません。
■申・■問　病院で受検日を予約後、受検日1週間前までに保険証と印鑑を持参の上、直接保険年金課保険年金班　内線3181へ

イ
ン
ゲ
ン
、
大
根
、
赤
カ
ブ
、
ブ
ラ

イ
ト
ラ
イ
ト

　
タ
ケ
ノ
コ
（
マ
ダ
ケ
）
か
ら
11
ベ

ク
レ
ル
/
㌔
㌘
の
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
値
は
一
般
食

品
の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
で
あ
る

1
0
0
ベ
ク
レ
ル
/
㌔
㌘
以
下
で
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
品
目
は
全
て
「
検

出
せ
ず
」
で
し
た
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
1

◆特定健診の受診を◆

◆健診項目◆

◆人間ドック・脳ドック費用の一部助成◆

特定健診日程表

日程 場所

6月22日㈪・29日㈪・30日㈫
7月2日㈭・4日㈯・5日㈰・6日㈪
9月18日㈮・27日㈰・28日㈪
10月4日㈰・5日㈪・8日㈭・9日㈮

保健福祉
センター

6月24日㈬ 公民センター

6月26日㈮
9月24日㈭・25日㈮

冨士センター

6月25日㈭
10月6日㈫

桜台センター

7月7日㈫・8日㈬・9日㈭・10日㈮
9月29日㈫・30日㈬
10月1日㈭・2日㈮

西白井
複合センター

※受付時間は午前8時から11時までです。

生活習慣病の予防のために特定健康診査を受診しましょう

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2015.6.15 2

お詫びと訂正　　広報しろい6月1日号1ページでお知らせしました、人口前月比「女　31,423人（-42）」は、正しくは「女　31,423人（+42）」でした。
お詫びして訂正いたします。



保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　市では「いじめ防止基本方針」のもと、「いじめは絶対に許されない」
「いじめは卑

ひきょう

怯な行為である」「いじめはどの子どもにも、どの学校でも
起こりうる」という意識を持ち、全ての児童生徒が安心して学校生活を
送ることができ、学校の内外を問わずいじめが行われることのないよう
小・中学校でさまざまな取り組みを行っています。
　特に6月と12月は「いじめ防止強化月間」と位置付け、集中していじ
め防止に関わる取り組みを実施し、いじめの未然防止や早期発見・早期
対応に努めています。地域や家庭でも、いじめ根絶に向けて今後も見守
りをお願いします。
　基本方針の詳しい内容については、学校教育課または市ホームページ
で確認することができます。
《家庭で》
　子どもたちは友達との会話や遊びの中で、成功や失敗を繰り返しなが
ら人間関係づくりを学んでいきます。時には自力解決ができず、つまず
いてしまい家庭でサインを出すことがあります。家庭では普段から子ど
もとの会話を心がけ、よく様子を見ることが大切です。気になることや
心配なことがありましたら学校に相談してください。
《地域でもいじめを防止》
　登下校などの子どもたちの見守りありがとうございます。学校だけで
は発見しにくい「いじめ」もあります。地域で子どもたちの心配な様子
を見かけたときには、各小・中学校や教育委員会学校教育課にお知らせ
ください。
■問　学校教育課指導班　内線3421・2・5・6

●市教育相談室　☎（492）2301　平日の8：30 ～ 17：15
●千葉県子どもと親のサポートセンター（24時間対応）
　☎0120（415）446・{ saposoudan@chiba-c.ed.jp
●ヤングテレホン（千葉県警察少年センター）
　☎0120（783）497　平日の9：00 ～ 17：00
●子どもの人権110番（千葉地方法務局人権擁護課）
　☎0120（007）110　平日の8：30 ～ 17：15

いじめで困ったときやつらいときは迷わず相談を！

《いじめの例》
●言葉によるいじめ
冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。
●仲間はずれ、無視などによるいじめ
●暴力によるいじめ
ぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られたりする。
●金品のたかりなどのいじめ
●金品隠し、盗難、物損などのいじめ
●強要などのいじめ
嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。
●ネットによるいじめ
パソコンや携帯電話などで、誹

ひ

謗
ぼう

中傷や嫌なことをされる。

6月は「白井市いじめ防止強化月間」です

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

中
世
白
井
を
め
ぐ
る
武
士
た
ち

―
金
沢
氏
・
相
馬
氏
・
新
田
岩

松
氏
・
豊
島
氏
・
高
城
氏
・
原
氏
・

千
葉
氏
ら
の
動
向
を
追
っ
て
―

　
市
内
の
歴
史
や
文
化
財
に
関
わ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
世
東
国
史
を
専
門
と

さ
れ
る
千
野
原
靖
方
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
中
世
の
白
井
周
辺
地
域
を
支

配
し
た
武
士
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
20
分

場
所
　
文
化
会
館
か
お
り
（
中
）
ホ
ー
ル

対
象
　
一
般
　
90
人
（
当
日
受
け
付

け
）

入
場
料
　
無
料

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
7
月
6
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
7
月
22
日
㈬
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

白
井
市
文
化
財
講
演
会

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

〜
23
日
か
ら
29
日
ま
で
〜

◆
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
地
域
力

×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
」

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
性
と
女

性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
を
築
く
こ
と
で
す
。

　
国
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
の
公
布
・
施
行
日
で
あ
る
平
成

11
年
6
月
23
日
を
踏
ま
え
、
同
法
の

目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
に
毎
年
6
月
23
日
か
ら

29
日
ま
で
を「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
身
近
な
女
性
の
活
躍

を
地
域
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
〜
女
性
の
力
を
活
か
し

て
元
気
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
内
閣
府
が
選
定

し
ま
し
た
。

◆
啓
発
展
示

　
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
と
し
て
、

内
閣
府
が
作
成
し
た
「
一
人
一
人
が

幸
せ
な
社
会
の
た
め
に
」
「
平
成
26

年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民

意
識
調
査
」
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
23
日
㈫
〜
29
日
㈪
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
調
査
結
果
と
概
要
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

市
選
挙
管
理
委
員
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
選
挙
管
理
委

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
委
員
お
よ
び

補
充
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
4
年
間
で
各
種
選
挙
に
関

す
る
事
務
を
管
理
執
行
し
ま
す
。

【
選
挙
管
理
委
員
（
敬
省
略
）】

五
十
嵐
健
一
（
委
員
長
）、
下
村
征

子
（
職
務
代
理
者
）、
石
橋
五
郎
、

楠
橋
大
樹

【
補
充
員
（
敬
称
略
）】

伊
藤
千
惠
子
、
大
川
宏
、
浅
野
香
、

髙
田
金
三

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3
3

1
2
・
3

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

を
委
嘱

　
政
治
倫
理
審
査
会
は
、
市
民
か
ら

の
請
求
に
基
づ
き
市
長
な
ど
の
資
産

等
報
告
書
お
よ
び
政
治
倫
理
に
関
す

る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
機
関
で
、
5
月
26
日
に
6
人
の

委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
　

　
任
期
は
、
平
成
29
年
4
月
22
日
ま

で
の
2
年
間
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
（
敬
称
略
）。

委
員
　
藤
原
義
恭
、
西
英
敏
、
本
間
典

子
、
吉
尾
博
和
、
中
前
明
、
黒
添
誠

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1
2

熱
中
症
は
予
防
が
大

切
！

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境
下
で
体

内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な

ど
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体

内
の
調
整
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で

発
症
す
る
病
気
で
す
。

　
適
切
な
対
処
を
し
な
け
れ
ば
死
に

至
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予

防
法
や
応
急
処
置
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

◆
熱
中
症
の
予
防
方
法

　「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」
と
「
暑

さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す

●
部
屋
の
温
度
を
測
り
、
室
温
が
28

度
を
超
え
た
ら
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
上
手
に
使
用
す
る

●
涼
し
い
服
装
を
心
が
け
、
外
出
時

は
日
傘
・
帽
子
を
使
用
す
る

※
急
に
暑
く
な
っ
た
日
、
高
齢
者
や

乳
幼
児
、
持
病
の
あ
る
人
、
体
調
の

悪
い
人
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
熱
中

症
を
疑
い
ま
し
ょ
う

軽
度
　
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋

肉
痛
、
汗
が
止
ま
ら
な
い

中
等
度
　
頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ

る
い
（
倦
怠
感
）

重
度
　
意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
、

高
熱
（
高
い
体
温
）、
呼
び
か
け
に

対
し
て
返
事
が
お
か
し
い
、
ま
っ
す

ぐ
歩
け
な
い

◆
熱
中
症
に
な
っ
た
ら

●
水
分
（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
）
を

補
給
す
る

●
涼
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る

●
衣
服
を
ゆ
る
め
、体
を
冷
や
す（
首

や
脇
の
下
な
ど
）

●
症
状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
救

急
車
を
要
請
す
る

※
熱
中
症
の
程
度
は
時
間
経
過
で
変

化
す
る
の
で
見
守
り
が
必
要
で
す
。

軽
度
の
熱
中
症
で
も
一
人
に
せ
ず
、

状
態
を
見
守
り
、
症
状
が
悪
化
す
る

場
合
は
救
急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
の
更
新

　
現
在
の
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
」
の
有
効
期
間
は
7
月
31
日
㈮

ま
で
で
す
。

　
8
月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
対
象

と
な
る
人
に
は
、
新
し
い
受
給
券
を

7
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

が
白
井
市
で
な
か
っ
た
場
合
、
市
で

所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、

次
の
書
類
を
7
月
10
日
㈮
ま
で
に
子

育
て
支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

　
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

地
（
市
区
町
村
）
が
発
行
す
る
「
平

成
27
年
度
課
税
証
明
書
（
市
区
町
村

民
税
所
得
割
・
均
等
割
、
合
計
所
得

金
額
、
所
得
控
除
額
の
内
訳
、
扶
養

人
数
な
ど
の
記
載
が
あ
る
も
の
）」

※
保
護
者
2
人
分
の
証
明
書
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7

プレ☆パパママスクール

　出産と育児について、夫婦で一緒に
学んでみませんか。
日時　7月12日㈰　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月
までの妊婦（経産婦も可）とその家族
16組（申し込み順）
内容　夫婦で協力する出産・育児の話、
「お風呂入れ」の実習、マタニティー
ヨガ、妊婦体験ジャケット着用
持ち物　母子手帳、筆記用具
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎
（497）3495か、市ホームページから「ち
ば電子申請サービス」の白井市電子申
請ページ「平成27年度マタニティ向け
講座・子育て応援講座申し込み」へ

委嘱を受ける委員

2015.6.153
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趣
味
・
教
養
・
学
習

子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

東
光
院
の
木
造
観
音

菩
薩
立
像

　
名
内
地
区
に
あ
る
東
光
院
は
真

言
宗
豊
山
派
の
寺
院
で
、
由
緒
は

不
詳
で
す
が
、市
指
定
文
化
財「
東

光
院
の
木
造
地
蔵
菩ぼ

薩さ
つ

立
像
」
の

胎
内
墨
書
銘
な
ど
か
ら
、
中
世
よ

り
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
27
年
3
月
23
日
付
け
で
、

本
尊
と
し
て
本
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
観
音
像
が
「
東
光
院
の
木
造

観
音
菩
薩
立
像
」
と
し
て
市
指
定

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
像
は
木
造
で
、
一い

ち
ぼ
く木
か
ら
あ

る
程
度
彫
り
出
し
た
像
を
前
後
に

割
り
、
内う

ち
ぐ
り刳
を
施
し
て
か
ら
再
び

は
ぎ
合
わ
せ
る
「
割

わ
り
は
ぎ
づ
く
り

矧
造
」
と
い

う
方
法
で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

像
高
は
53
・
2
㌢
㍍
で
、
目
に
は

玉
眼
を
は
め
入
れ
、
全
身
を
漆
箔

仕
上
げ
と
し
て
い
ま
す
。
頭
は
や

や
大
き
め
で
比
較
的
高
い
垂す

い
け
い髻
を

結
い
、
顔
は
丸
々
と
し
て
、
首
は

短
く
詰
ま
っ
た
よ
う
な
姿
勢
と
な

り
、
顔
を
正
面
に
向
け
て
ほ
ぼ
直

立
し
ま
す
。
左
手
は
肘
を
曲
げ
て

蓮れ
ん
け
い茎を
持
ち
、
右
手
も
肘
を
曲
げ

胸
前
で
手
の
ひ
ら
を
や
や
内
側
に

向
け
て
立
て
、
腰
以
下
の
衣え

文も
ん
は

大
振
り
な
カ
ー
ブ
や
太
い
プ
リ
ー

ツ
状
の
折
り
返
し
を
多
く
用
い
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
本
像
は
室

町
時
代
、
15
世
紀
ご
ろ
の
製
作
と

み
ら
れ
ま
す
。
全
体
的
に
よ
く
ま

と
ま
り
、
衣
文
表
現
も
巧
み
で
、

市
内
に
残
る
室
町
時
代
の
作
例
の
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中
で
も
大
型
の
佳
作
と
い
え
、
本

市
の
歴
史
上
重
要
な
も
の
で
す
。

　
本
像
は
、
前
述
し
た
仏
像
彫
刻

と
し
て
の
特
徴
の
ほ
か
、「
下
総

三
十
三
観
音
」
の
一
つ
と
し
て
信

仰
を
集
め
て
き
た
と
い
う
側
面
も

持
っ
て
い
ま
す
。

　「
下
総
三
十
三
観
音
」
は
、
旧

下
総
国
内
に
あ
る
聖
観
音
や
十
一

面
観
音
、
如
意
輪
観
音
、
千
手
観

音
な
ど
、
観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ

れ
た
寺
院
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
三

十
三
ケ
所
の
寺
院
（
霊
場
）
と
番

外
札
所
を
諸
願
成
就
な
ど
を
目
的

に
巡
拝
す
る
も
の
で
す
。
明
和
4

（
1
7
6
7
）
年
の
創
設
で
第
一

番
札
所
は
長
福
寺
（
船
橋
市
夏

見
）、
最
後
の
三
十
三
番
札
所
は

弘ぐ

誓ぜ
い

院
（
柏
市
柳
戸
）
で
東
光
院

は
第
七
番
札
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
慈
悲
の
目
を
持
ち
、
人
間
の
あ

ら
ゆ
る
苦
悩
を
救
う
と
さ
れ
る
観

音
菩
薩
は
、
古
来
よ
り
多
く
の
人

々
が
信
仰
し
て
き
ま
し
た
。
本
像

も
東
光
院
の
本
尊
と
し
て
、
ま
た

「
下
総
三
十
三
観
音
」
の
一
尊
と

し
て
、
長
き
に
わ
た
っ
て
礼
拝
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

公  
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
教
室

　
今
す
ぐ
使
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈫
　
午
後
3
時
〜
5
時

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
　
上
條
真
由
美
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民

セ
ン
タ
ー
へ

桜  

白
井
の
魅
力
発
見

「
白
井
散
策
倶
楽
部
」

　
白
井
の
文
化
財
な
ど
を
学
び
「
白

井
の
魅
力
」
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

　
①
6
月
27
日
㈯
・
文

化
財
な
ど
白
井
の
魅
力
に
つ
い
て
の

講
座

　
②
7
月
4
日
㈯
・
桜
台
周
辺

の
文
化
財
を
歩
い
て
散
策
（
全
2
回
）

※
桜
台
の
子
ど
も
た
ち
も
散
策
し
ま
す
。

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
10
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
　

池
川
悟
会
長

参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
6
月
16
日
㈫
か
ら
23
日
㈫
ま
で

に
電
話
か
直
接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

公  

入
門
太
極
拳

　
基
礎
か
ら
太
極
拳
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
29
日
㈪
、
7
月
6
日
㈪
・

13
日
㈪
　
午
後
1
時
〜
2
時

対
象
　
一
般
　
各
回
12
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師

　
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認

指
導
員

　
菅
野
真
優
さ
ん

持
ち
物

　
飲
み
物

参
加
費

　
1
回
2
0
0
円
、
全
3
回

5
0
0
円
（
保
険
代
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
対
局
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
で
も
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

日
時
　
7
月
4
日
㈯
、
8
月
1
日
㈯
、

9
月
5
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  
手
作
り
和
菓
子
教
室

　
初
夏
ら
し
い
「
朝
顔
」
の
和
菓
子

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
4
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
菓
匠
松
久
　
石
井
輝
章
店
主

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費
　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  

浴
衣
の
着
付
け
教
室

　
一
人
で
で
き
る
浴
衣
の
着
付
け
方

を
学
ん
だ
後
、
茶
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
7
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
浴
衣
、
半
幅
帯
か
付
帯
、

腰
ひ
も
2
本
、
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
（
T

シ
ャ
ツ
も
可
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

申
　
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

男
子
料
理
教
室

　
豚
肉
の
野
菜
ロ
ー
ル
焼
き
や
野
菜

の
ピ
ク
ル
ス
な
ど
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
8
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
男

性
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
2
枚
、
手
拭
き
タ
オ
ル

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

駅  
駅
前
サ
ロ
ン
「
ふ

ら
っ
と
」

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
「
ふ
ら
〜
っ

と
」
立
ち
寄
れ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

　「
ア
ロ
ハ 

フ
ラ 
ナ
ニ
」
の
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ド
リ
ン

ク
バ
ー
や
弁
当
（
い
ず
れ
も
有
料
）

を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

　「
シ
ュ
ガ
ー
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
の
パ

ン
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
7
月
9
日
㈭
　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
30
分
（
自
由
参
加
）

申
　
弁
当
を
希
望
す
る
人
は
7
月
1

公  

な
か
よ
し
タ
イ
ム

　
親
子
で
仲
良
く
「
七
夕
飾
り
」
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
29
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
ボ
ー
ル
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
手
形
・
足
形
と

り
や
身
長
・
体
重
測
定
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
1
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

対
象
　
生
後
6
カ
月
か
ら
1
歳
未
満

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参

加
）冨  

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
赤
ち
ゃ
ん
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が

ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時

　
7
月
2
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
生
後
2
カ
月
か
ら
歩
行
前
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　
10
組

日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
へ

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
た
い
人

向
け
の
講
座
で
す
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
①
7
月
9
日
㈭
・
10

日
㈮
　
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
　

②
7
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮

　
ワ
ー
ド

の
基
本
講
座

時
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
各
8
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費

　
各
1
、0
0
0
円（
資
料
代
）

申
　
7
月
5
日
㈰
ま
で
に
講
座
名
を
電

話
か
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

災
害
時
に
あ
わ
て
な

い
た
め
に
！

　
避
難
所
と
避
難
施
設
の
違
い
な
ど
、

災
害
時
に
役
立
つ
知
識
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
10
日
㈮
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
一
般
　
20
人

申
　
7
月
8
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  

エ
プ
ロ
ン
倶
楽
部
・

ア
ジ
ア
の
料
理
を
作
っ

て
み
よ
う

　
中
国
人
講
師
に
中
国
文
化
を
教
わ

り
な
が
ら
、
郷
土
料
理
「
刀

と
う
し
ょ
う
め
ん

削
麺
」

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
7
月
11
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ

ス
ト
　
高
橋
佳
子
さ
ん

持
ち
物

　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

公 

2
歳
児「
う
さ
ぎ
さ
ん
」

　
マ
ラ
カ
ス
を
作
っ
て
、
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
6
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
7
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　「
は
じ
き
絵
の
う
ち
わ
」
を
作
っ

た
り
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

日
時

　
7
月
8
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
1
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
7
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

東光院の
木造観音菩薩立像

　日本漢字能力
検定の2級～ 10
級を受検するこ
とができます。
日程　8月21日㈮
受検時間
右表のとおり
検定料
2級・3,500円、準2～ 4級・2,500円、5～ 7級・
2,000円、8～ 10級・1,500円
持ち物　HBかBの鉛筆またはシャープペンシ
ル、消しゴム
■申　7月1日㈬から18日㈯までに検定料持参の
上、直接白井駅前センターへ

漢字検定
級 受検時間
2級 10：00 ～ 11：00
準2級 11：50 ～ 12：50

8・9・10級 11：50 ～ 12：30
3・5・7級 13：40 ～ 14：40
4・6級 15：30 ～ 16：30

　市では、新成人を祝福するために成人式を
開催します。該当する新成人には、案内状を
6月下旬ごろに発送します。市外に転出して
白井市の成人式に出席したい人は、電話かE
メール、直接窓口まで問い合わせてください。
日時　平成28年1月10日㈰　午前10時30分～
（受け付け　午前9時30分～）
※成人の日の前日となりますので、注意して
ください。
場所　文化会館なし坊（大）ホール
対象　平成7年4月2日から平成8年4月1日まで
に生まれた人
■問　生涯学習課社会教育班　内線3433
{ syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jp

駅   漢字検定  漢字検定

1月10日に開催します
平 成 28 年 成 人 式
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子

ど

も

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

高

齢

者

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
四
季
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
写
真
展
」

　
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
収
受
金
全
額
を
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
程
　
23
日
㈫
〜
28
日
㈰
　
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
3
時
ま
で
で
す
。

問
　
原
田
☎
0
9
0
（
7
7
1
8
）

2
0
1
5

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
育
児
支
援

講
座
「
離
乳
食
＆
母
乳
育
児
」

　
入
退
出
自
由
の
講
座
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
　
場
所
　
印
西
市
立
中
央
駅
前

地
域
交
流
館
1
号
館
　
対
象
　
母
乳

育
児
中
の
母
親
や
そ
の
家
族

　
参
加

費
　
無
料

　

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
乳
幼
児
の
生
活
を
考
え
る
会

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は

「
歯
の
健
康
」
も
大
切
で
す
。
歯
科

衛
生
士
か
ら
乳
幼
児
の
歯
の
健
康
に

つ
い
て
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
23
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
松
戸
友
の
家
（
柏
市
）　
対

象
　
一
般

　
参
加
費

　
無
料

※
保
育
（
1
歳
以
上
・
事
前
申
込
制
）

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
友
の
会

　
鷺さ

ぎ
ぬ
ま沼
☎
（
7
6
7
）
8

2
1
0
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
一
般（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市
子
育
て
カ

フ
ェ
「
子
供
の
や
る
気
を
の
ば
す
に

は
〜
受
験
生
を
持
つ
ご
両
親
へ
〜
」

　
受
験
は
人
生
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な

試
練
の
一
つ
で
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に

子
供
と
向
き
合
え
ば
よ
い
か
、
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
28
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
ザ
・
ワ
ー
ク
ス
（
冨
士
）　

講
師
　
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

尾
嶋
綾
子
さ
ん
　
参
加
費
　
5
0
0

円
（
ケ
ー
キ
、
飲
み
物
代
）

申
・
問

　
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
小

西
☎
（
4
9
1
）
6
4
1
5
へ

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　
親
子
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。
今
だ
け
の
「
ふ
れ

あ
い
タ
イ
ム
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
7
月
2
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

11
時

　
場
所

　
は
な
ぶ
さ
保
育
園

　

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
7
カ
月
ま
で
の
子
ど
も
と
マ
マ

　

10
組
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物

　

バ
ス
タ
オ
ル
　
参
加
費
　
無
料

※
園
で
感
染
症
が
流
行
し
た
場
合
は

中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
　
6
月
16
日
㈫
の
午
前
9
時
30
分

か
ら
電
話
か
直
接
は
な
ぶ
さ
保
育
園

子
育
て
広
場
ド
リ
ー
ム
☆
ポ
ケ
ッ
ト

☎
（
4
9
7
）
7
8
7
2
へ

◆
4
つ
の
合
唱
団
♪
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
内
で
活
動
す
る
4
つ
の
合
唱
団

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
演
奏
会

で
す
。

日
時

　
7
月
4
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場

所
　
文
化
会
館
か
お
り
（
中
）
ホ
ー

ル
　
出
演
団
体

　
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー

ブ
、
響
、
♪
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
お

や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ
ー
合
唱
団
（
出
演

順
）　
入
場
料
　
無
料

問
　
佐
野
☎
0
8
0
（
3
2
5
0
）

1
5
1
7

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛こ
う
も
ん門・
人

工
膀ぼ

う
こ
う胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

　「
基
本
的
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
と
オ
ス

ト
メ
イ
ト
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
の
ほ

か
、
補
装
具
の
展
示
相
談
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
11
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時
（
受
け
付
け
　
午
後
0
時
30
分

〜
）　
場
所
　
香
取
市
佐
原
中
央
公

民
館
　
対
象
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ

び
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
　

講
師
　
千
葉
県
立
佐
原
病
院
皮
膚
・

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
　
岡
部
久
代

さ
ん
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉

県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
☎
0
4
3
（
3

0
9
）
7
5
7
1
・

0
4
3
（
3

0
9
）
7
5
7
2
（
月
・
火
・
金
曜

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
な
ご
み
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
見
て
聴
い
て
楽
し
い
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト

「
パ
ル
フ
ェ
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
す
て
き

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を

た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
11
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　

入
場
料
　
予
約
申
し
込
み
　
中
学
生

以
上
5
0
0
円
、
3
歳
〜
小
学
生
1

0
0
円
（
当
日
　
中
学
生
以
上
7
0

0
円
、
3
歳
〜
小
学
生
2
0
0
円
）

※
2
歳
以
下
は
無
料
で
す
。

申
・
問

　
電
話
か
メ
ー
ル
で
地
域
交

流
・
子
育
て
支
援
な
ご
み

　
穴
田
☎

（
4
9
1
）
6
9
3
9
・ n

ag
o

m
i_sh
iroi@

y
ah
oo.co.jp

へ

◆
白
井
市
体
育
協
会
「
白
井
市
民
シ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
参
加
者
募
集

　
青
空
の
下
で
白
球
を
蹴
っ
て
走
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
も
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
5
日
㈰
　
午
前
8
時
30

分
〜
　
場
所
　
白
井
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤

の
35
歳
以
上
（
女
性
20
歳
以
上
）

※
チ
ー
ム
編
成
は
協
会
で
行
い
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
白
井
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
谷
本
☎

（
4
9
1
）
2
4
6
2
へ

◆
ち
ば
里
山
カ
レ
ッ
ジ
「
里
山
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
コ
ー
ス
」
受
講
生
募
集

　
里
山
活
動
に
必
要
な
知
識
と
技
能

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
里
山
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
も
行

い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

日
程
　
7
月
25
日
㈯
〜
9
月
26
日
㈯

の
全
8
回
　
場
所
　
き
ぼ
ー
る
（
千

葉
市
）
ほ
か
　
対
象
　
一
般
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
一
般

8
、
0
0
0
円
、
学
生
5
、
0
0
0

円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
・
問

　
電
話
は
7
月
17
日
㈮
、
メ

ー
ル
は
7
月
20
日
㈷
ま
で
に
N
P
O

法
人
ち
ば
里
山
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3

8
（
6
2
）
8
8
9
5
・ 

 in
fo@

ch
iba-satoy

am
a.n
et

へ

◆
県
内
有
料
道
路
7
路
線
を
無
料
開

放
し
ま
す

　
千
葉
県
道
路
公
社
が
管
理
運
営
す

る
有
料
道
路
7
路
線
の
通
行
が
終
日

無
料
（
全
車
種
）
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
千
葉
県
道
路
公
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
7
月
1
日
㈬
〜
9
月
30
日
㈬

対
象
路
線
　
東
総
有
料
道
路
、
鴨
川

有
料
道
路
、
千
葉
外
房
有
料
道
路
、

東
金
九
十
九
里
有
料
道
路
、
利
根
か

も
め
大
橋
有
料
道
路
、
銚
子
連
絡
道

路
、
九
十
九
里
有
料
道
路

※
房
総
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
有
料
道
路
は

平
成
31
年
4
月
20
日
ま
で
無
料
通
行

措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
千
葉
県
道
路
計
画
課
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
3
2
9
5

福  
お
う
ち
シ
ェ
フ

　
子
ど
も
が
自
分
で
ご
飯
を
作
る
こ

と
で
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
料

理
を
す
る
楽
し
さ
、
食
と
健
康
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
分
で
進
ん
で
で
き
る
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど

も
に
な
る
よ
う
応
援
す
る
講
座
で
す
。

日
時

　【
初
心
者
向
け
】
7
月
4
日
・

11
日
・
25
日

　【
経
験
者
向
け
】
8

月
1
日
・
8
日
・
22
日
（
各
土
曜
日
・

全
3
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

※
経
験
者
向
け
は
料
理
が
得
意
な
人

ま
た
は
「
お
う
ち
シ
ェ
フ
」
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

対
象
　
全
日
程
に
参
加
で
き
る
小
学

3
〜
6
年
生
　
各
12
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

は
じ
め
て
の
中
国
語

講
座

　
中
国
語
の
発
音
や
あ
い
さ
つ
な
ど

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
2
日
・
9
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
（
各
木
曜
日
・
全
5
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師
　
白
井
国
際
交
流
協
会
　
王
凌

さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
費
　
3
0
0
円
（
最
終
日
の
茶

菓
代
）

申
　
6
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  「
物
忘
れ
し
な
い

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
」

講
座

　
最
近
「
あ
れ
？
何
を
す
る
ん
だ
っ

け
？
」「
あ
の
人
、
だ
れ
だ
っ
け
？
」

と
思
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
人

向
け
の
講
座
で
す
。

　
講
義
と
演
習
を
交
え
な
が
ら
、
物

忘
れ
し
な
い
コ
ツ
を
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
3
日
・
17
日
、
8
月
7

日
・
21
日
、
9
月
4
日
・
18
日
（
各

金
曜
日
・
全
6
回
）　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象
　
全
日
程
に
参
加
で
き
る
市
内

在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上

　
25
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

　
髙
嶌
幸
広
さ
ん

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　
6
月
25
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
入
門
講
座
）

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
8
・

1
）
の
基
本
的
な
使
い
方
や
ワ
ー
ド

の
基
本
「
文
書
作
成
」
を
学
べ
ま
す
。

日
時
　
7
月
13
日
㈪
〜
16
日
㈭
（
全

4
回
）　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
4
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
　
1
、
3
3
9
円
（
資
料
代
）

申
　
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

折
り
紙
絵
講
習

　
和
紙
や
折
り
紙
を
使
っ
て
、
か
わ

い
い
「
夏
の
わ
ら
べ
」
の
色
紙
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
7
月
16
日
㈭
・
23
日
㈭
・
30

日
㈭
（
全
3
回
）　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
6
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

生
き
が
い
支
援
事
業

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
舞
台
の
上

で
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
28
日
㈫
、
8
月
31
日
㈪
、

9
月
29
日
㈫
　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
各

日
35
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
週
土
曜
日
ま
で

に
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

夏のわらべ

講
師

　
生
涯
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
　
吉
原
美
智
子
さ
ん

持
ち
物
　
精
白
米
3
合（
初
回
の
み
）、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、
上
履
き

参
加
費
　
1
回
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
25
日
㈭
ま
で
に
希
望
コ
ー

ス
を
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

料理にチャレンジ！
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み ん な の ひ ろ ば

　

族
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
家
族
を
頼
る
の
が
当
た
り
前
で

は
な
く
、「
あ
り
が
と
う
」
と
感

謝
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
肝
に

銘
じ
て
い
ま
す
。

♦
こ
れ
か
ら
夢
を
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
私
の
場
合
は
、
自
分
ら
し
く
居

ら
れ
る
場
所
が
で
き
た
こ
と
で
家

庭
も
仕
事
も
充
実
し
ま
し
た
。

　
自
分
が
興
味
の
あ
る
事
を
掘
り

下
げ
て
調
べ
る
だ
け
で
も
視
野
が

広
が
り
、
今
と
違
う
何
か
が
始
ま

る
と
思
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
人
に
、
自
分
ら
し

く
居
ら
れ
る
た
め
の
一
歩
を
ぜ
ひ

踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

三
上
千
賀
さ
ん
ブ
ロ
グ
（h

ttps

://w
w
w
.facebook

.com

/k
irariclass

）

問

　
企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
　
内
線
3
3
5
5

　5月7日、谷田在住で写真家の
神保君雄さんが、写真集「家の
日々」を寄贈に市役所を訪れま
した。写真集には、神保さんが
自宅周辺の農村の素朴な暮らし
や風景を撮りためた1,400点の
中から厳選した77点が収めら
れており、当時の姿をしのぶ事
ができます。写真集は、図書館、
各センター図書室、郷土資料館
などで閲覧できます。

　神保さんは、「撮影をしたのは、昭和53年から昭和61年までの約8年間
です。昭和50年に妻の実家がある谷田地区に移り住み、何よりも豊かな
自然と空気の清涼感に心が安らぎ、新しい生活は全てが新鮮でした。や
がては失われてゆくであろう白井の農村の人たちの日常生活を撮影して
おこうと思い立ち、広角レンズ1本で無心に撮り続けました。すぐにでも
写真集を作りたいと思っていましたが、そのことを気にしつつ30年以上
の歳月が過ぎてしまい、平成25年6月に市内のギャラリーで開いた写真展
をきっかけに、今度こそまとめないと写真集はできないと覚悟を決めま
した。出版作業は大変でしたが、久しぶりの暗室作業でほの暗い現像液
の中からゆらゆら出てくる懐かしい人影を見ながら作業に没頭しました」
と話してくれました。問い合わせは神保さん　☎090（4425）6844へ。

複
数
の
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど

か
ら
の
依
頼
を
請
け
て
、
年
間

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
に
関
わ
り
、

「
0
歳
児
1
歳
児
向
け
プ
レ
親
子

教
室
」
を
開
催
し
た
り
、
先
生
向

け
の
研
修
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
忙
な
生
活
で
す
が
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

♦
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス

　
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
る
の
で
、

周
り
と
の
良
好
な
関
係
は
と
て
も

重
要
で
す
。
特
に
子
ど
も
の
送
迎

が
間
に
合
わ
な
い
時
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
友
人

に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
熱
を
出
し
た
時
は
、
病
後

児
保
育
や
家
族
の
協
力
を
得
て
乗

り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

♦
子
育
て
の
合
間
に
資
格
を
取
る

コ
ツ

　
資
格
を
取
得
す
る
に
は
、
わ
ず

出
産
退
職
か
ら
ベ

ビ
ー
サ
イ
ン
講
師
に

　
私
は
、
結
婚
前
銀
行
で
7
年
間
、

法
人
向
け
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
結
婚
後
も
仕

事
は
続
け
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

妊
娠
中
体
調
が
悪
く
な
り
会
社
を

辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
に
感
じ
不
安
に
思
っ
て
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
今
の
職
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く

「
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
」
の
資
格
を
取

る
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
子
育
て

に
取
り
入
れ
て
本
当
に
役
に
た
っ

た
の
で
、
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

の
後
、
5
年
後
は
こ
う
な
り
た
い

と
目
標
を
立
て
、
少
し
頑
張
れ
ば

で
き
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
資
格
を
取

得
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
仕
事
を
始
め
て
10
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
今
で
は
、
千
葉
県
内
外

♦
夫
が
子
育
て
に
積
極
的
に
協
力

す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　
仕
事
を
す
る
際
は
「
家
庭
に
無

理
の
な
い
範
囲
で
や
る
こ
と
」
を

夫
と
約
束
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

講
師
依
頼
が
増
え
少
し
無
理
が
出

て
き
た
こ
ろ
、
一
人
だ
け
で
は
家

庭
と
仕
事
を
抱
え
き
れ
な
く
な
り
、

今
後
の
仕
事
の
方
向
性
や
自
分
が

助
け
て
欲
し
い
事
を
夫
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
想
像
以
上
に
私
を
理

解
し
て
く
れ
て
い
た
事
が
分
か
り

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
は
、
育
児
や
家
事
を
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で
、
も
っ
と
家
族

に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
す
る
に

は
、「
忙
し
い
事
」「
子
育
て
に
協
力

し
て
ほ
し
い
事
」
な
ど
を
夫
に
素
直

に
話
せ
る
よ
う
に
自
分
自
身
が
変
わ

る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
限

界
を
超
え
る
時
は
、
ど
う
し
て
も
家

か
な
空
き
時
間
を
う
ま
く
使
い
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
も
1

日
合
計
す
る
と
意
外
に
あ
る
も
の

で
す
。
私
自
身
は
母
・
妻
で
あ
る

こ
と
が
基
本
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
で
き
る

範
囲
で
勉
強
を
す
る
こ
と
に
気
を

付
け
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
②

三
上
千ち

か賀
さ
ん

神保君雄さんが写真集「家の日々」を出版

天
　
無む

げ礙
の
道
探
り
探
り
の
老
い
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

地
　
代
掻
き
に
鷺
歩
を
合
わ
せ
餌
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
　
猛

人
　
花
水
木
ビ
ル
の
狭は
ざ
ま間
の
空
に
浮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
上
野
寛
義

【
選
評
】　
天

　
さ
え
ぎ
る
も
の
の
無
い
事
を
無
礙
と
言
う
。
穏
や

か
な
安
ら
か
な
道
を
探
し
な
が
ら
行
く
老
い
の
春
で
あ
る
。
作
者

の
生
き
る
指
針
で
あ
る
。
地

　
代
掻
き
の
速
度
に
合
わ
せ
て
、
代

掻
き
の
後
に
付
い
て
行
き
、
出
て
来
る
虫
や
小
魚
を
捕
ま
え
て
い

る
。
実
際
の
景
を
詠
ん
だ
作
。
人

　
街
路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
た

花
水
木
で
あ
る
。
ビ
ル
街
の
せ
ま
い
空
間
の
春
で
あ
る
。
花
水
木

は
枝
葉
の
上
に
花
を
開
き
、
ひ
ら
ひ
ら
と
空
に
浮
く
様
に
見
え
る
。

こ
だ
は
り
を
取
り
払
い
け
り
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

蝸か
た
つ
む
り牛
潜
む
葉
裏
に
夕
日
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

退
院
の
友
の
近
く
に
百
合
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斉
藤
裕
子

く
び
れ
深
く
赤
子
の
四
肢
や
今
朝
の
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
針
田
達
行

山
吹
や
池
に
枝
張
り
鯉
す
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

九
条
は
兵
の
遺
言
青
く
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

か
が
ん
だ
ら
別
の
世
界
や
青

あ
お
む
ぐ
ら葎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

歌
手
の
前
の
ソ
フ
ト
帽
に
と
銭
入
れ
る

人
が
間
々
ゐ
て
浅
草
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

【
選
評
】　
路
上
ラ
イ
ブ
が
素
材
。
歌
手
の
前
に
置
か
れ
た
帽
子
に

着
目
し
、
浅
草
な
ら
で
は
の
暖
か
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
に
な

り
ま
し
た
。「
銭
」
に
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
孫
は
一
歳
半
の
プ
リ
ン
セ
ス

海
老
反
り
す
れ
ば
何
で
も
叶
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

田
植
機
の
植
ゑ
及
ば
ざ
る
田
の
縁
を

機
械
の
ご
と
く
嫗

お
う
な

植
ゑ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

熨の

し斗
付
き
の
古
き
箱
開
け
床
の
間
に

兜
飾
れ
ば
父
母
の
偲
ば
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
　
小
野
葉
月

孫
守
り
は
わ
が
子
育
て
の
追
体
験

ゆ
っ
く
り
手
間
掛
け
味
わ
い
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復

　
　
　
　
杉
原
賢
一

写真集を寄贈する神保さん（右）

　
こ
の
連
載
は
、
地
域
で
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
る
人
を
紹

介
し
、
皆
さ
ん
の
「
自
分
ら
し
く
」
を
応
援
す
る
連
載
で
す
。

　
今
回
は
、
千
葉
県
内
と
都
内
を
中
心
に
楽
し
い
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
の
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
て
い
る
、
白
井
市
根
在
住
の

三
上
千
賀
さ
ん
に
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

神々廻　昭和 54 年 4月

ベビーサインをする三上さん

「
日
本
き
ら
り
育

児
協
会
」
代
表

昭和50年代の農村の日常生活を撮影

バス停　昭和 55 年 3月（奥澤整形外科医院付近）

ひなたぼっこ　昭和 54 年 1月 選挙　昭和 55 年 11 月
（旧東分校音楽室）

写真集の一部を紹介

「すずきギャラリー彩
さいび
美」（白井木戸公園前）で神保君雄写真展開催

6月16日㈫まで　☎（492）2237


